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2025年 5月 27日 

大崎電気工業株式会社 

 

 

２０２５年３月期（２０２４年度）決算説明会 質疑応答（要旨） 

 

１． 日時 ： 2025年 5月 26日（月） 10：００～１１：００  電話会議（テレフォンカンファレンス）にて開催 

２． 回答者 ： 取締役社長執行役員 COO 渡辺光康 

             取締役専務執行役員 グループ経営本部長 上野隆一  

                  

 

Q1.  第２世代スマートメーターの入札状況やシェアの見通しについて聞きたい。 

A.   第２世代スマートメーターの入札は順調に推移している。詳細については、今後の営業戦略に影響が出る

おそれがあるため差し控える。  

 

Q2.  第２世代スマートメーターは仕様が全国統一される。その結果、現行スマートメーターで強かった地域の 

    シェアが落ちる心配もあるが、シェアに変動はないという理解でいいか。 

A．   第２世代スマートメーターでは、現行機種以上のシェア獲得に向け、お客様に当社の強みを評価いただけ

るよう取り組んでいる。 

 

Q3.  2025 年度、2026 年度にかけて海外計測制御事業の利益率が大幅に改善するという計画となってい

る。その要因や確実性について聞きたい。 

A．   海外計測制御事業では中期的な戦略として、利益を重視した事業展開を進めている。メイン市場であるオ

セアニアでは、高いシェアを維持するとともに、2025 年度後半からの次世代スマートメーターの投入で、

さらに収益性を向上させる。 

この次世代スマートメーターは、顧客ニーズを反映した高機能・高付加価値製品であるとともに、スマート

メーター自体の構造を抜本的に見直すことで部品点数を減らし、生産性も向上するため、従来以上の収益

性を見込む。 

英国については、2025 年度、2026 年度は従来通りのスマートメーターの需要が続くことを見込んで

おり、選択受注と原価低減を進め、収益性を向上させる。 

加えて、昨年度から海外子会社全体で組織構造改革を行っており、年間５億円程度のコスト削減を見込ん

でいる。これらを統合的に進めていくことで、利益率をさらに向上させる。 

 

Ｑ４． 2027年 3月期（２０２６年度）のオセアニアの売上に占める次世代スマートメーターの割合はどの程度 

か。 

Ａ．   徐々に切り替えを進めるが、２０２６年度の出荷数量の約５割を次世代スマートメーターとする計画であ

る。 
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Ｑ５． 配当方針の変更について、株主還元拡大が主な理由と考えられるが、その背景にはＰＢＲ１倍割れの危機

感という側面もあるのか。あるいは、キャッシュフロー、第２世代スマートメーターの収益見通し、中計達成

の確度が高まってきた等も理由としてあるのか。このタイミングで配当方針を変えた理由を聞きたい。 

Ａ．   当社は株主の皆さまへ安定的な配当を行うことを配当の基本方針に掲げている。今回の水準の見直しは、

国内外での次世代スマートメーターへの投資や国内ソリューション事業への投資が続くなかで、一定の投資

原資を確保しつつ、株主の皆さまへの安定的な配当実現の観点から実施したものである。 
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